
的
な

価
値
を
産
み
出
し
た
の
で
あ

る
。

法
然
上
人
の
念
仏
義

と
門
F

の
論
点

森

野

現

弘

日
本

に
於

て
浄
土
教
が
仏
教
全
体

の
中

に
独
立
的

に
主
張

さ
れ

て
来

た
の
は
、
法
然
上
人
の
時
代

即
ち
鎌
倉
時
代
頃
で
あ

る
。
法

然
以

前

の
浄
土
教
と
し
て
は
、
そ

の
源
は
古
く
中
国

の
曇
鸞

、
道

綽

、
善
導
等

の
師
に
よ
つ
て
開
か
れ
、
か
よ
う
な
中
国
浄
土
教
を

背
景
基
盤
と
し
て
日
本
浄
土
教

の
姿
が
現
れ
た

の
で
あ

る
。
結
局
、

こ
の
当
時

の
浄
土
教
と
云
え
ば
、
日
本
仏
教

の
初
期

に
当
り
真
言
、

天
台

の
時
代
、
云
は
ぽ
南
都
北
嶺
の
浄
土
教
と
云
う
こ
と

に
な
る
。

そ
し

て
段
國
で
も
仏
教
美
術
が
次
矛

に
髴
達
し
て
、
寺
院

の
建

立

が
盛

ん
に
な
り
、
霞
本
浄
土
教

の
発
展

の
原
因
と
な

つ
た
の
で
あ

る
。

そ
し
て
こ
こ
に
法
然
な

る
僧
が
現
れ
日
本
浄
土
教

の
地
位
を

確
立
せ
し
め
、
念
仏
を
申
す

こ
と

に
よ

つ
て
、
彌
陀

の
浄
土

に
往

生
す
る
こ
と
を
説
き
、
仏
願
に
順
ず

る
矛
十
八
願
所
誓

の
称
名
念

仏
の

一
行
を
立
て
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

こ

の
よ
う
に
法
然
は
念
仏
を
も

つ
て

一
宗
の
形
式
を
作

つ
た
。

こ
れ
即

ち
浄
土
宗

の
起
源

で
あ
る
。
然
し

、
法
然
は
念
仏
を
広

め

る
に
当

つ
て
も
全
く
他
の
経

文
を
否
定
さ
れ
な
か

つ
た
の
で
あ

つ

て
、
念
仏
は
単
な
る
日
課
と
し
て
毎

日
数
万
遍

の
称

名
念
仏
の
行

を
修
し
た
か
ら
、
源
空

に
対
し
て
帰
依
し

た
人

々
は

一
般
民
衆
ば

か
り
で
な
く
皇
窒
や
朝
廷
か
ら
盗
賊
や
遊
女

に
至
る
ま
で
す

こ
ぶ

る
多
く
、
特

に
兼
実

の
為

に
は
法
然
は

「
選
択
本
願
念
仏
集
」
を

選
述

し
て
浄
土
宗
念
仏

の
教

の
大
綱
を
示

し
た
。
そ

こ
で
問
題

と

な

る
の
は
法
然
は
念
仏
と
他

の
経

丈
と
の
関

係

に
つ
い
て
ど
の
様

に
見
ら
れ
て

い
る
か
と
云
5
事

で
あ
る
が

、
念
仏
と
非
常

に
密
接

な

関
係
を
も

つ
も

の
は
円
戒

で
、
選
択
集

に
よ
れ
ば
、
布
施
持
戒

は
こ
れ
雑
行
と
し
て
選
捨
す

べ
き
こ
と
を
説

い
て
い
る
。
即
ち

「
今

選

捨

前

布

施

持

乃

至

孝

養

父

母

等

諸

行

而

選

取

専
称

仏

号

。

ー

(中
略
)
1

然

則

彌

陀

如

来

法
蔵

比

丘
之

昔

被

催

平

等

慈

悲

為

吾

摂

於

一
切

不
以
造

嫁

起

塔
等

諸

行

為

往

生
本

願

唯

以

称

名
念

仏

一
行

為
其

本

願
也
巴
と
記
さ
れ
て
あ
り
、
当
時
は
造
嫁
起
塔
や
持
戒
持
律
が
尊

敬
さ
れ
、
智
慧
高
才
や
多
聞
多
見
を
求
め
る
為
に
出
家
す
る
人
達
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が
多
か

つ
た
の
で
あ
る
が

、
法
然
上
人

は
貧
窮
困
乏

の
者
や
、
愚

鈍
下
智

の
者
、
少
聞
少
見

の
者
、
破
戒
無
戒

の
者
、
こ
れ

ら
す

べ

て
の
人
が
救
わ
れ
る
道
は
念
仏

の

一
行
で
あ
る
と
説

い
て
居
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
又
法
然
は
聖
道
、
浄
土
の
二
門
を
仏
教

の
二
大
潮

流
と
認
め

つ
つ
、
し
か
も
機
教
相
応

の
論
理
を
以
て
捨

聖
帰
浄
を

す
す
め
ら
れ
た
の
で
、
末
法
の
我
々
に
は
浄
土

一
門

の
救

い
が
あ

る
の
み
だ
と

い
う
所

に
教
化
の
重
点
を
お
か
れ
た
の
で
あ
る
。

こ

の
よ
う

に
法
然

一
代
の
長
い
求
道
生
活

の
間

に
、
天
台
、
真
言
な

ど
・い
わ
ゆ
る
南
都
諸
宗

に
学
び
、
深
く
聖
道
の
難
証

を
体
感
し
て
、

浄
土

の
易
行

に
帰
さ
れ
、
こ
こ
に
浄
土
宗

の
独
立
が
志
ざ
さ
れ
た

の
で
あ

る
。

こ
ケ
し
て
法
然
が
念
仏

一
行
往
生
主
義
を
主
張
す

る

に
し
た
が

つ
て
、
他
の
仏
教
界

よ
り
の
迫
害
は
次
矛
に
き
び

し
く

な
り
、
法
然
や
彼

の
門
下
諸
師

た
ち
は
流
罪

に
処
せ
ら
れ
た
。
し

か
し

こ
の
よ
う
な

一
般
仏
教
界
よ
り

の
反
響
の
申

に
、
法
然
門
下

教

学
は

進
歩

を
つ
づ
け
、
幸
西
た

ち
は
法
然
在
世
中
よ
り
他
力
救

済
を
理
由

に

一
念
義
な

る
邪
念
義
を
主
張

し
法
然
門
下
か
ら
は
も

ん
さ
れ

て
い
る
事
実
も
あ
る
。
多
く
の
門
下

の
申
特

に
有
名
な
諸

師
は
次

に
上
げ
る
五
師

で
あ
る
。
即
ち

幸
西

の
一
念
義

、
隆
寛

の
多
念
義
、
証
空

の
西
山
義
、
鎮
西
の
常

念
義
、
長
西

の
諸
行
本

願
義
な

ど
で
あ
る
。
以
上
が
法
然
滅
后
約

半

世
紀
頃
を
過
ぎ
る
と
、
そ
れ
ぞ
れ
各
派
を
広
め
は
じ
め
た
。
こ

こ

に
於
て
は
、
彼
ら
の
念
仏

に
対
す
る
論
点
を
考
察
し
て
、
法
然

上
人

と
の
関
係
を

の
べ
た
い
の
で
あ
る
。

先
ず
最
初

に
の
べ
る
こ
と
は

一
念
多
念

の
問
題

で
こ
れ
は
云
う

ま

で
も
な
く
幸
西

の

一
念
義
と
隆
寛

の
多

念
義
が
対
立
す
る
こ
と

で

、
幸
西
は
学
問
を
し
た
上
で

「
南
無
阿
彌

陀
仏
」

と

一
念
す

る

だ
け
で
往
生
す
る
こ
と
が
出
柬
て
、
後

の
二
念
以
上
は
何
ら
意
味

の
な
い
も

の
で
あ
る
。
と
説

い
た
の
に
対

し
て
隆
寛

は
学
問
な
く

し
て
も
た
だ

一
心

に
彌

陀
を
念
じ
毎

臼
数

干
遍

の
念
仏
を
申
す

こ

と

に
よ

つ
て
往
生
出
来
る
と
云
5
多
念
を
主
張
さ
れ
て

い
る

の
で

あ

る
。
更

に
そ

の
后

聖
光
房
も
安
貞
二
年

(
一
二
二
八
)
頃
よ
り

以
降
、
肥
後

の
往
生
院
等

に
あ

つ
て
鵡
、
末
代
念

仏
授
手
印
」
等
を

著
し
、
法
然
滅
后

の
異
義
蘭
菊
を
慨
歎

し

つ
つ
、

一
念
義
系
統

や

他
力
高
調
派

に
反
対
し
て
多
念
専
修
を
主
張

し
、
当
時
中

央
に
あ

つ
た
と
思
わ
れ
る
源
智

の

「
選
択
要
決
」

と
相
呼
応
し
て
、
以
て

当
時
京
洛

に
於
て
専
ら
勢
力

の
あ

つ
た
他

力
高
調
派
西
山
派
祖
証

空

の
行
、
観
、
弘
三
門
説

、
正
因
正
行

、
顕
行
示
観
説
等

に
対

し
て
い
る
如
き
、
法
然
滅
后
二
十
年
頃
の
状
況
を
窺

い
得
る
で
あ
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ろ
う
。
そ
こ

に
は
法
然
を
佞
統
す
る
に
当

つ
て

の
実
践
派
理
論
派
、

進
歩

保
守
、
新
旧
両
派

の
意
見

の
対
立
が
見
出
さ
れ
る
。

そ

の
他
、
天
台
の
住
心
や
長
西

の
如
き
法
然

の
教
を
受
け

た
も

の
、

又
は
そ

の
滅
后

の
帰
浄
者

、
法
粗

の
良
遍

や
東
大
寺
の
悟
阿

等

に
よ
り
、
主
と
し
て
法
然
滅
后
三
十
年
以
後

の
こ
ろ
、
諸
行
本

願
義
が
主
張
さ
れ
て

い
る
時
、
か
の
正
元
元
年

(
一
二
五
九
)
に

著
さ
れ

た
日
蓮

の

「
守
護
国
家
論
」

に
於
て
、
選
択
集
を
痛
烈

に

破
し

っ
つ
、
法
然

の
門
弟
で
内
心
は
専
修
念
仏

で
あ
り
な
が
ら
外

面

の
み
諸
行
往
生
説
を
立
て
聖
道
門

に
妥
協
す
る
よ
う
に
見
せ
か

け

て

い
る
者
も
あ
り
、
こ
れ
又
当
時

の
浄

土
教
界

の
状
況
を
想
察

す
る

こ
と
が
出
来
る
。
か
よ
う
に
法
然
門
下

一
般

を
通
じ
て
見
ら

れ
る
状
況
は
、
前
述
し
た
法
然

の
主
張

、
そ
れ

に
関
連
し
て
引
起

さ
れ

て
き
た
外
部
的
な
論
難
な
ど
が
顧
み
ら
れ
、
更
に
他
力
念
仏

創
唱

緩
ま
も
な
く
と
云
う
こ
と
や
、
教
団
的
拘
束
力

の
少
い
自
由

教
団
で
あ
つ
た
こ
と
や
、
法
然
門
下
各
自
が

天
台
や
真
言
な

ど
を

経
て
帰
浄
す
る
と
か
、
そ

の
経
歴
を
種

々
に
し
て
い
た
な

ど
の
こ

と
が

ら
の
輻
湊
等
が
詳
細

に
注
目
さ
れ
る
な
ら
ば
、
そ

の
成

立
の

必
然
性

を
容
易

に
理
解
せ
し
め
ら
れ
得
る
こ
と
と
思
う
。
か
よ
う

に
し
て
、
法
然
門
下
は
内
外
諸
方
面

よ
り
全
体
的

に
、
法
然
の
浄

土

一
宗
念
仏

一
行
主
義
確
立

の
為

に
、
念

仏
諸
行
問
題
等
を
中
心

に
、
或
は
仏
教

の
根
本

義

に
顧
み
、
或
は
浄
土
正
依

の
三
経
、
或

は
善
導
等

に
よ
り

、
法
然

の
指
示
を
仰

ぎ

つ
つ
各
自

の
浄
土
教
学

体
系
を
再
構
成
再
確
立
す

べ
く
要
求
せ
ら
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。

鰭蜈
西
上
人

の
嗣
法

の
意
義

山

崎

益

身

一

鎮
西
上
人

は
、
我
が
浄
土
宗
法
然
上
人

の
後
を
受
け
継

い
だ
浄

土
宗

の
矛
二
祖

で
あ

る
に
も
か
か
わ

ら
ず

真
宗
源
流
史
論

(中
沢

見
明
氏
)

の
中
に
よ
れ
ば
、
二
祖

と
云
う
歴
史
的
な
根
拠
が
な

い

と
主
張
し
て

い
る
。
特

に
七
条
起
請
交
に
署
名
が
な

い
、
又
、
選

択
集

の
附
属

の
史
実
が

瞹
昧
で
あ
り
、
禾

代
念
仏
擾
手
印

の
手
次

状
の
史
実
は
無
根

の
虚
説

で
あ
り
、
従

つ
て
篩
弟
関
係

に
つ
い
て

尚
確
実
な
史
料

に
欠
け
て

い
る
。
更

に
年

回
追
警

に
読
経
礼
讃

の

記
事
を
載
せ
て
い
る

の
は
、
恐
ら
く
未
流

の
将
来
の
経
済
問
題
を
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